
輸出事業計画
※申請者名：一般社団法人九州経済連合会
品目：加工食品

【現状】
九州の地域経済の活性化を目指し、地域一体となった展開をしていくなかで、農林水産物・食品の輸出を支援すべく、九州の地域商社及び
金融機関で構成し、事務局を九経連とする「九州の食輸出協議会」（以下「協議会」という。）を2020年１月に設立。
農林水産物・食品の輸出については、本協議会が中心となり、輸出促進のための取組を実施している。
輸出品目は、加工食品（菓子類（米菓・キャンディ）、その他調味料、めん類（うどん・そうめん・そば等）、即席めん類、清涼飲料水）で
ある。 
【課題】
（販売）食品製造事業者が個別に輸出に取り組むには、輸出のノウハウ・リソースの不足、規制の情報や競争環境の知見不足などの参入
障壁が多く難しい状況である。 

様式２

１．輸出における現状と課題

【取組み】
（販売）
・協議会会員の地域商社と食品製造事業者とのフェアに向けた商品提案の連携、JAPANフェアへの出展によるアンケート（ニーズ）調査、
現地小売事業者のバイヤーを招へいしての商談会を2027年度まで毎年実施し、九州の加工食品の魅力の発信と商品提案方法の改善を
積み重ね販路開拓に取り組む。
・フェア出展、バイヤー招へい等を通して輸出に取り組む食品製造事業者の掘り起し、商品提案の拡大を進め加工食品の輸出のすそ野を広
げていく。
・フェア出展、バイヤー招へい等で取得したマーケットイン情報や規制等への対応を食品製造事業者へフィードバックし、その情報を元にした商
品の改良等に繋げる。
・食品製造事業者の個々の課題は各事業者で解決に向けた取組を進めることになるが、協議会の輸出専門家のアドバイスやJETRO、中
小機構等が構成する外部機関「九州の食の輸出推進チーム」と連携し支援を進めていく。 

２．輸出事業計画の取組内容

３．輸出事業計画の実証と見直しを行うためのPDCA実施体制



輸出事業計画
※申請者名：一般社団法人九州経済連合会

 品目：加工食品 

様式２

４．輸出目標額

（輸出品目：菓子類）

（輸出品目：その他調味料）

（輸出品目：めん類）

（輸出品目：即席めん類）

現状

（2023年度）

（2023年４月～

2024年３月）

目標

（2027年度）

（2027年４月～

2028年３月）

備考

九州地区 輸出額(千円) 2,401 3,509

輸出量（㎏） 1,623 2,369

輸出先国 台湾・米国 台湾・米国

現状

（2023年度）

（2023年４月～

2024年３月）

目標

（2027年度）

（2027年４月～

2028年３月）

備考

九州地区 輸出額(千円) 691 1,011

輸出量（㎏） 428 627

輸出先国 台湾・米国 台湾・米国

現状

（2023年度）

（2023年４月～2024年

３月）

目標

（2027年度）

（2027年４月～

2028年３月）

備考

九州地区 輸出額(千円) 0 95

輸出量（㎏） 0 106

輸出先国 -- 台湾・米国

現状

（2023年度）

（2023年４月～

2024年３月）

目標

（2027年度）

（2027年４月～

2028年３月）

備考

九州地区 輸出額(千円) 409 598

輸出量（㎏） 451 661

輸出先国 台湾 台湾・米国



輸出事業計画
※申請者名：一般社団法人九州経済連合会

 品目：加工食品 

様式２

４．輸出目標額

（輸出品目：清涼飲料水）

現状

（2023年度）

（2023年４月～

2024年３月）

目標

（2027年度）

（2027年４月～

2028年３月）

備考

九州地区 輸出額(千円) 188 314

輸出量（㎏） 396 781

輸出先国 米国 台湾・米国

本計画の現状及び目標はターゲット国である台湾・米国のみ定める
ものとする


